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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年8月19日(2010.8.19)

【公開番号】特開2009-42473(P2009-42473A)
【公開日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-008
【出願番号】特願2007-207020(P2007-207020)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｙ
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３７０　

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月1日(2010.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成部で形成されたトナー像を像担持体に転写する画像形成装置において、
　前記像担持体の表面における傷または粉塵が存在する非正常部の位置及び幅を検知する
検知手段と、
　前記像担持体の周回方向における１周の長さである周長を検知する周長検知手段と、
　前記像担持体に転写されたレジストレーション補正パターンのトナー像を検出する検出
手段と、
　前記検知手段で検知した非正常部の位置及び幅と前記周長検知手段で検知した周長とに
基づいて、前記非正常部と前記検出手段により検出されたレジストレーション補正パター
ンのトナー像との重なりを判断する判断手段と、
　前記検出手段の検出したレジストレーション補正パターンのトナー像に基づいて、前記
画像形成部で形成するトナー像の形成位置を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記判断手段により前記非正常部と前記レジストレーション補正パタ
ーンのトナー像との重なりがあると判断された場合は、前記検出手段により検出されるレ
ジストレーション補正パターンのトナー像に基づくトナー像の形成位置の制御を行わず、
前記判断手段により前記非正常部と前記レジストレーション補正パターンのトナー像との
重なりがないと判断された場合は、前記検出手段により検出されるレジストレーション補
正パターンのトナー像に基づくトナー像の形成位置の制御を行うことを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２】
　前記像担持体は、中間転写ベルトであることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置
。
【請求項３】
　画像形成部で形成されたトナー像を像担持体に転写する画像形成装置において、
　前記像担持体の表面における傷または粉塵が存在する非正常部の位置及び幅を検知する
検知手段と、
　前記像担持体の周回方向における１周の長さである周長を検知する周長検知手段と、
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　前記像担持体に転写された濃度制御用のパッチパターンのトナー像を検出する検出手段
と、
　前記検知手段で検知した非正常部の位置及び幅と前記周長検知手段で検知した周長とに
基づいて、前記非正常部と前記検出手段により検出された濃度制御用のパッチパターンの
トナー像との重なりを判断する判断手段と、
　前記検出手段の検出した濃度制御用のパッチパターンのトナー像に基づいて、前記画像
形成部で形成するトナー像の濃度を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記判断手段により前記非正常部と前記濃度制御用のパッチパターン
のトナー像との重なりがあると判断された場合は、前記検出手段により検出される濃度制
御用のパッチパターンのトナー像に基づくトナー像の濃度の制御を行わず、前記判断手段
により前記非正常部と前記濃度制御用のパッチパターンのトナー像との重なりがないと判
断された場合は、前記検出手段により検出される濃度制御用のパッチパターンのトナー像
に基づくトナー像の濃度の制御を行うことを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　前記像担持体は、中間転写ベルトであることを特徴とする請求項３記載の画像形成装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、画像形成部で形成されたトナー像を像担持体に転写する画
像形成装置において、前記像担持体の表面における傷または粉塵が存在する非正常部の位
置及び幅を検知する検知手段と、前記像担持体の周回方向における１周の長さである周長
を検知する周長検知手段と、前記像担持体に転写されたレジストレーション補正パターン
のトナー像を検出する検出手段と、前記検知手段で検知した非正常部の位置及び幅と前記
周長検知手段で検知した周長とに基づいて、前記非正常部と前記検出手段により検出され
たレジストレーション補正パターンのトナー像との重なりを判断する判断手段と、前記検
出手段の検出したレジストレーション補正パターンのトナー像に基づいて、前記画像形成
部で形成するトナー像の形成位置を制御する制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記
判断手段により前記非正常部と前記レジストレーション補正パターンのトナー像との重な
りがあると判断された場合は、前記検出手段により検出されるレジストレーション補正パ
ターンのトナー像に基づくトナー像の形成位置の制御を行わず、前記判断手段により前記
非正常部と前記レジストレーション補正パターンのトナー像との重なりがないと判断され
た場合は、前記検出手段により検出されるレジストレーション補正パターンのトナー像に
基づくトナー像の形成位置の制御を行うことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　即ち、有効化手段は、判断手段により、ベルト傷（ベルト非正常部）とレジストレーシ
ョン補正パターン９が重ならないと判断された場合に、第１の検知手段としてのパターン
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検知センサ７を有効化する。従って、レジストレーション補正パターンのトナー像に基づ
く、画像形成部で形成するトナー像の形成位置の制御が行われる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　また、ＩＴＯＰ＿Ｂｋの出力タイミングで、ベルト傷位置信号が出力されている場合、
即ち、補正パターン９とベルト傷位置が重なると判断された場合には、パターン検知セン
サ７によるレジストレーション補正パターン９の検知を無効にする。従って、レジストレ
ーション補正パターンのトナー像に基づく、画像形成部で形成するトナー像の形成位置の
制御は行われない。そして、代わりに、ＩＴＯＰ＿Ｂｋに同期して所定タイミングで出力
する擬似パターン信号を有効にする（ステップＳ７０４）。
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